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•  非摂動的手法	


Ø  格子QCD	


Ø  	
  梯子近似下でのシュウィンガー・ダイソン方程式	


•  第一原理計算	


•  符号問題	


•  相関関数に対する自己無撞着方程式	


•  近似の改善が難しい	


Ø  非摂動くりこみ群	


Ø  平均場近似、1/N展開・・・etc.	




非摂動くりこみ群	
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•  近似の改善が比較的容易	


(近似方法によっては平均場近似と等価な結果を得る)	


•  有限温度・密度系の解析に本質的な困難はない	
  

QCDの有効模型であるNJL模型とQuark-­‐Meson模型について
有限温度・密度の系で平均場近似を超えた解析を行った。	
  


